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クロスメディアを総合力でプロデュースする

村
上
信
夫

■村上信夫プロフィ−ル
2001年から11年に渡り、『ラジオビタ
ミン』や『鎌田實いのちの対話』など、
NHKラジオの「声」として活躍。
現在は、全国を回り「嬉しい言葉の種
まき」をしながら、文化放送『日曜はが
んばらない』（毎週日曜10:00〜）、月
刊『清流』連載対談〜ときめきトーク
などで、新たな境地を開いている。各
地で『ことば磨き塾』主宰。
1953年、京都生まれ。
元NHKエグゼクティブアナウンサー。
これまで、『おはよう日本』『ニュース7』
『育児カレンダー』などを担当。
著書に『嬉しいことばの種まき』『こと
ばのビタミン』（近代文藝社）『ラジオ
が好き!』（海竜社）など。趣味、将棋
（二段）。
http://murakaminobuo.com

■
イ
ネ
・
セ
イ
ミ
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

フ
ル
ー
ト
奏
者
と
し
て
活
躍
中
。

俳
画
家
。

絵
画
を
幼
少
よ
り
日
展
画
家
の

（
故
）
川
村
行
雄
氏
に
師
事
。

俳
画
を
華
道
彩
生
会
家
元

（
故
）
村
松
一
平
氏
に
師
事
。

俳
画
の
描
法
を
も
と
に
、少

女
、猫
等
を
独
自
の
や
さ
し

い
タ
ッ
チ
で
描
い
て
い
る
。

個
展
多
数
。

俳
画
教
室
開
講
中

と
こ
ろ　

常
滑
屋

と　

き　

俳
画
教
室 

月
二
回　

午
後
一
時
三
十
分
〜
三
時
三
十
分

会　

費　

一
回　

二
、二
五
〇
円（
三
ヶ
月
分
前
納
制
）

問
合
せ　

☎
〇
五
六
九（
三
五
）〇
四
七
〇

イ
ン
デ
ィ
ア
ン

フ
ル
ー
ト
教
室

開
講
し
て
い
ま
す
。

誰
で
も
簡
単
に
音
が
出

せ
る
楽
器
で
す
。

あ
な
た
も
今
日
か
ら

ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン。

受
講
生
募
集
�

講師  イネ・セイミ
《日本インディアンフルートサークル協会ディレクター》

ネイティブアメリカンのスピリットが感じられる
インディアンフルート,その音色はやさしく心に響きます。

1レッスン・30分4,000円　会場・半田市桐ヶ丘

申込み
お問合せ

0569-89-7127
ine.seimi. jp@gmail .com

会　 場   マツイシ楽器店
　　　　ミュージックガーデン武豊
時 　 間　隔週木曜日（月 2 回）
　　　 　10：00 〜 11：00
形　  態　グループ
会　  費　1ヶ月8,802円（入会金）5,400 円

詳しくはマツイシ楽器店本社　教室係まで
フリーダイヤル：0120-37-5576

好評
発売中

　
ス
ゴ
イ
人
な
の
に
…

　

と
に
か
く
真
っ
直
ぐ
な
人
だ
っ
た
。
よ
ど
み

の
な
い
人
と
話
し
て
い
る
と
嬉
し
く
な
る
。

　

こ
の
人
が
、
い
っ
ぺ
ん
で
好
き
に
な
っ
た
。

だ
が
、
競
輪
界
の
ス
ー
パ
ー
ス
タ
ー
だ
っ
た
こ

と
を
寡
聞
に
し
て
知
ら
な
か
っ
た
。

　

滝
澤
正
光
さ
ん
は
、
パ
ワ
ー
を
生
か
し
た
先

行
で
レ
ー
ス
を
勝
ち
ま
く
り
「
怪
物
」
と
呼
ば

れ
、
競
輪
選
手
と
し
て
一
時
代
を
築
き
上
げ
た

人
な
の
だ
。
優
勝
し
た
特
別
競
輪
（
Ｇ
Ｉ
）
は

12
回
、
Ｋ
Ｅ
Ｉ
Ｒ
Ｉ
Ｎ
グ
ラ
ン
プ
リ
は
２
回
。

史
上
最
多
と
な
る
13
場
所
連
続
優
勝
、
史
上
２

人
目
の
グ
ラ
ン
ド
ス
ラ
マ
ー
な
ど
記
憶
に
も
記

録
に
も
残
る
名
選
手
な
の
だ
。

　

２
０
０
８
年
６
月
30
日
に
現
役
を
引
退
。
通

算
成
績
２
４
５
７
戦
７
８
７
勝
、
優
勝
１
５
０

回
。
生
涯
獲
得
賞
金
17
億
５
６
４
４
万
８
３
１

円
。
そ
の
ス
ー
パ
ー
ス
タ
ー
ぶ
り
が
わ
か
る
。

　

１
９
６
０
年
、
千
葉
県
八
千
代
市
生
ま
れ
。

デ
ビ
ュ
ー
前
は
自
転
車
競
技
の
経
験
が
な
い

〝
素
人
〟
だ
っ
た
。

　

競
輪
の
大
フ
ァ
ン
だ
っ
た
父
の
影
響
も
あ
り
、

千
葉
県
立
八
千
代
高
校
時
代
か
ら
競
輪
選
手
と

い
う
職
業
を
意
識
し
て
い
た
。
ス
ポ
ー
ツ
新
聞

に
載
っ
て
い
た
『
自
転
車
競
技
の
経
験
が
な
く

て
も
競
輪
選
手
に
な
れ
ま

す
』
と
い
う
広
告
を
見
た
と

き
に
「
こ
れ
だ
！
」
と
ひ
ら

め
い
た
。

　

身
長
１
メ
ー
ト
ル
80
、
体

重
93
キ
ロ
。
中
学
、
高
校
と

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
を
や
っ
て
い

た
の
で
体
力
に
は
自
信
が
あ
っ
た
。
試
験
に
無

事
合
格
し
、
１
９
７
８
年
、
43
期
生
と
し
て
日

本
競
輪
学
校
に
入
学
し
た
。

　

自
転
車
競
技
の
経
験
の
な
か
っ
た
滝
澤
さ
ん

は
入
学
後
、
そ
れ
ま
で
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
向
き
に

鍛
え
て
い
た
筋
肉
を
自
転
車
向
き
に
造
り
変
え

る
必
要
に
迫
ら
れ
、「
人
よ
り
1
時
間
で
も
1

分
で
も
長
く
」
自
転
車
に
乗
る
こ
と
を
心
掛

け
た
。
こ
の
習
慣
は
プ
ロ
デ
ビ
ュ
ー
後
も
続
き
、

自
転
車
に
長
時
間
乗
る
と
い
う
練
習
方
法
を
徹

底
的
に
実
践
し
た
。
若
手
時
代
に
は
1
日
の
練

習
時
間
は
最
低
８
時
間
、
走
破
距
離
は
２
０
０

㎞
に
及
ん
だ
。

　

滝
澤
さ
ん
は
、１
９
８
０
年
、
初
出
場
の
オ
ー

ル
ス
タ
ー
競
輪
で
準
決
勝
に
進
み
、
一
流
選
手

の
仲
間
入
り
を
果
た
し
た
。
し
か
し
、
滝
澤
さ

ん
の
前
に
は
、
大
き
な
壁
が
立
ち
は
だ
か
っ
て

い
た
。

　

当
時
の
競
輪
界
は
中
野
浩
一
選
手
の
全
盛
期

だ
っ
た
の
だ
。
レ
ー
ス
で
、
滝
澤
さ
ん
が
先
行

し
て
も
中
野
選
手
に
は
、
ま
っ
た
く
通
用
せ
ず

敗
れ
続
け
た
。

　

し
か
し
１
９
８
４
年
の
日
本
選
手
権
競
輪
で

デ
ビ
ュ
ー
５
年
目
に
し
て
、
つ
い
に
中
野
選
手

を
破
り
、
初
タ
イ
ト
ル
を
手
に
入
れ
た
。
優
勝

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
は
感
極
ま
っ
て
落
涙
し
、
言

葉
に
な
ら
ず
叫
ぶ
よ
う
に
「
競
輪
選
手
に
な
っ

て
よ
か
っ
た
」
と
言
う
の
が
や
っ
と
だ
っ
た
。

　

そ
の
後
も
、
滝
澤
さ
ん
は
、
ま
す
ま
す
そ
の

脚
力
に
磨
き
を
か
け
、
タ
イ
ト
ル
を
量
産
し
て

い
っ
た
。
特
に
１
９
８
７
年
、
そ
の
年
の
獲
得

賞
金
額
１
億
１
４
０
０
万
円
は
、
当
時
プ
ロ
野

球
最
高
年
俸
の
落
合
博
満
を
抜
い
て
全
プ
ロ
ス

ポ
ー
ツ
界
最
高
の
金
額
で
あ
っ
た
。

　

２
０
０
８
年
７
月
１
日
か
ら
Ｓ
級
か
ら
Ａ
級

へ
の
降
格
が
決
ま
り
、
滝
澤
さ
ん
は
「
Ａ
級
に

下
が
っ
て
ま
で
走
り
続
け
る
つ
も
り
は
な
い
」

と
、
降
級
を
待
た
ず
し
て
現
役
を
引
退
す
る
こ

と
を
決
意
し
た
。

　

引
退
２
年
後
、
２
０
１
０
年
４
月
１
日
か
ら
、

日
本
競
輪
学
校
の
第
二
十
三
代
校
長
に
就
任
し

た
。
競
輪
選
手
出
身
者
が
校
長
に
就
任
す
る
の

は
史
上
初
め
て
の
こ
と
だ
。

　
夢
を
適
え
る
手
伝
い

　

そ
ん
な
ス
ゴ
イ
人
な
の
に
、
ご
一
緒
し
た
懇

親
会
で
は
、
カ
リ
ス
マ
性
を
一
切
見
せ
ず
、
座

の
盛
り
上
げ
役
に
徹
し
て
い
た
。
飲
み
っ
ぷ
り
、

食
べ
っ
ぷ
り
、
話
し
っ
ぷ
り
、
す
べ
て
小
気
味

い
い
。

　

た
だ
、
校
長
と
し
て
生
徒
指
導
の
話
に
な
る

と
、
真
顔
に
な
っ
た
。
人
里
か
ら
離
れ
、
緑
豊

か
な
修
善
寺
の
山
中
に
あ
る
日
本
競
輪
学
校
は
、

さ
な
が
ら
精
神
と
肉
体
を
鍛
え
る
道
場
の
よ
う

だ
。
こ
こ
に
い
る
１
年
間
は
、
相
当
の
自
己
管

理
を
要
求
さ
れ
る
。

　

起
床
は
、
午
前
６
時
30
分
。
点
呼
か
ら
一
日

が
始
ま
る
。
午
前
中
は
学
科
中
心
の
３
限
。
午

後
は
訓
練
中
心
の
５
限
。
45
分
刻
み
に
８
時
限

あ
る
。
そ
し
て
、
点
呼
を
取
り
、
午
後
10
時
消
灯
。

パ
ソ
コ
ン
や
デ
ジ
カ
メ
、
ゲ
ー
ム
機
器
は
使
用

禁
止
。
携
帯
電
話
の
使
用
も
禁
止
。
男
女
間
の

私
語
も
禁
止
。
外
出
出
来
る
日
曜
も
、
行
き
場

所
が
限
ら
れ
て
い
る
。「
い
ま
ど
き
の
若
者
た

ち
」
が
、
こ
の
環
境
で
過
ご
し
て
い
る
。

　

こ
の
厳
し
い
鍛
錬
で
心
身
が
磨
か
れ
、
プ
ロ

ア
ス
リ
ー
ト
が
誕
生
し
て
い
く
の
だ
。
昭
和
43

年
の
開
校
以
来
、
７
０
０
０
人
が
卒
業
し
、
競

輪
場
で
活
躍
し
て
き
た
。

　

滝
澤
さ
ん
は
、
選
手
経
験
を
生
か
し
て
、

生
徒
た
ち
の
夢
を
適
え
る
手
伝
い
を
し
て
い

る
。

　
「
学
校
は
、
出
来
な
い
こ
と
を
見
つ
け
る
場
所

だ
。
だ
か
ら
、
あ
え
て
不
条
理
な
こ
と
も
や
る
。

そ
の
中
で
自
分
の
可
能
性
を
見
つ
け
て
も
ら
い

た
い
」。

　

自
転
車
未
経
験
で
こ
の
世
界
に
入
り
、
自
分

に
負
荷
を
か
け
て
、
人
の
何
倍
も
練
習
を
し
て
、

不
動
の
地
位
を
極
め
た
人
だ
け
に
、
指
導
に
も

自
信
と
確
信
が
あ
る
。
柔
と
剛
を
合
わ
せ
持
つ

こ
う
い
う
人
に
教
わ
れ
る
生
徒
は
幸
せ
だ
。

　
「
努
力
は
裏
切
ら
な
い
」
が
口
癖
だ
。
コ
ツ
コ

ツ
努
力
を
重
ね
て
い
け
ば
、
必
ず
出
来
な
か
っ

た
こ
と
が
出
来
る
よ
う
に
な
る
と
い
う
。
そ
の

瞬
間
を
、
滝
澤
さ
ん
は
『
沸
点
』
と
呼
ぶ
。
液

体
が
気
体
に
変
わ
る
「
沸
点
」
は
、
強
火
に
し

な
く
て
も
弱
火
で
も
必
ず
起
き
る
。
火
を
消
し

さ
え
し
な
け
れ
ば
。

　

生
徒
の
「
沸
点
」
を
見
極
め
、
大
化
け
す
る

選
手
を
見
る
の
が
、
校
長
と
し
て
の
醍
醐
味
だ
。

 
沸
点
が
や
っ
て
く
る

〜
日
本
競
輪
学
校
校
長　

滝
澤
正
光
さ
ん
〜　
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第 321 号

（
５
ペ
ー
ジ
へ
続
く
）

映 画『 少 年 』の 一 場 面

長澤晶子のSPEED★COOKING!長澤晶子のSPEED★COOKING!料理
研究
家

◎
常
滑
市
民
文
化
会
館

▼
ス
タ
イ
ン
ウ
エ
イ
ひ
と
り
じ
め

～
ピ
ア
ノ
リ
サ
イ
タ
ル
～
・
五
日

㈰　

午
前
十
時
～
午
後
八
時　

関

係
者
の
み　

問
合
せ　

常
滑
市
民

文
化
会
館

▼
２
０
１
６　

Ｌ
Ｉ
Ｘ
Ｉ
Ｌ
フ
ァ

ミ
リ
ー
フ
ェ
ス
タ
in 

常
滑
・

二
十
六
日
㈰　

開
場　

午
前
九

時
四
十
五
分　

開
演　

同
十
時

（
～
午
後
三
時
半
）　

入
場
無
料

　

問
合
せ　

Ｌ
Ｉ
Ｘ
Ｉ
Ｌ
労
働

組
合　

☎
０
９
０
─
９
１
２
６
─

５
８
２
４(

肥
田
）

◎
常
滑
市
立
図
書
館

▼
山
方
書
画
作
品
展
（
児
童
・

生
徒
の
書
画
作
品
）・
九
日
㈭
～

十
九
日
㈰

▼
グ
ル
ー
プ
沙
羅
水
彩
画
展
（
水

彩
画
）・
二
十
一
日
㈫
～
七
月
一

日
㈮

◎
と
こ
な
め
陶
の
森
資
料
館

▼
企
画
展
「
八
木
虎
雄
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
」
展
・
〜
二
十
六
日
㈰

◎
常
滑
市
体
育
館

▼
市
内
中
学
校
対
抗
卓
球
大
会
・

四
日
㈯

▼
前
田
杯
争
奪
知
多
地
方
中
学
校

卓
球
大
会
・
五
日
㈰

▼
ふ
る
さ
と
の
歌
・
踊
り
講
習
会
・

八
・
二
十
二
日
（
各
水
）

▼
愛
知
県
小
学
生
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

大
会
・
十
八
日
㈯

▼
常
滑
市
小
学
生
バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
交
歓
大
会
・
二
十
五
日
㈯

▼
常
滑
市
マ
マ
さ
ん
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
大
会
・
二
十
六
日
㈰

◎
常
滑
市
中
央
公
民
館

▼
生
活
文
化
部
講
座
「
ミ
ニ
ポ
ー

チ
に
か
わ
い
い
ス
テ
ッ
チ
を
」・

七
日
㈫
・
十
四
日
㈫　

午
前
十
時

～
正
午　

講
師　

白
木
美
子
さ

ん
（
文
化
協
会
生
活
文
化
部
所

属
）
場
所　

中
央
公
民
館　

学
習

室
１　

定
員　

十
五
名
（
抽
選
）

　

参
加
費　

千
二
百
円
（
当
日
集

金
）　

持
ち
物　

は
さ
み
（
あ
れ

ば
刺
繍
針
、
針
）
申
込
み
期
限　

三
日
㈮
申
込
先
・
問
合
せ　

常
滑

市
文
化
協
会
事
務
局　

☎
35
─

２
９
２
０
（
火
・
水
・
金
曜
日　

午
前
十
時
～
午
後
四
時
）

▼
ス
マ
ホ
と
タ
ブ
レ
ッ
ト
講
座

①
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
で
友
達
づ

く
り
・
十
一
日
㈯　

午
前
九
時

半
～
同
十
一
時
半　

内
容　

写
真

の
投
稿
、
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
交
換
で

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
Ｕ
Ｐ
！

②
災
害
な
ど
緊
急
時
に
役
立
つ

L
I
N
E
・
二
十
五
日
㈯　

午
前

九
時
半
～
同
十
一
時
半　

内
容　

災
害
掲
示
板
と
連
絡
方
法
を
学
ぼ

う
！
【
①
②
共
通
】
講
師　

石
川

実
さ
ん
（
元
N
T
T
ド
コ
モ　

ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
技
術
者
）　

場
所

　

中
央
公
民
館　

学
習
室
２　

対

象　

市
内
在
住
、
在
勤
の
人　

参

加
費　

百
円
（
資
料
代
、
毎
回
当

日
集
金
）　

持
ち
物　

筆
記
用
具

（
あ
れ
ば
、ス
マ
ホ
、タ
ブ
レ
ッ
ト
）

　

申
込
み
期
限　

①
は
七
日
㈫　

②
は
十
四
日
㈫

◎
知
多
市
こ
ど
も
未
来
館

（
六
月
か
ら
開
館
時
間
が
変
わ
り

ま
す
。）

▼
創
作
工
作
「
ア
ク
セ
サ
リ
ー
Ⅰ
」

①
ロ
ゼ
ッ
ト　

②
タ
ッ
セ
ル
・
一

日
㈬
～
三
十
日
㈭　

午
前
九
時
～

⒃
よ
く
歌
っ
た

　
　
「
お
座
敷
小
唄
」

　

田
村
さ
ん
は
歌
が
好

き
で
し
た
。
酒
が
入
る

と
、
い
つ
も
何
か
を
歌
っ

て
い
ま
し
た
。
特
に
「
お

座
敷
小
唄
」
が
好
き
で
し

た
。
酔
い
が
回
っ
て
来
る

と
、
私
た
ち
は
、
大
声
で

歌
い
ま
し
た
。

　

富
士
の
高
嶺
に

　

降
る
雪
も

　

京
都
先ぽ

ん

斗と

町ち
ょ
う

に

　

降
る
雪
も

　

雪
に
変
わ
り
は

　

な
い
じ
ゃ
な
し

　

解と

け
て
流
れ
り
ゃ

　

み
な
同
じ

　　

好
き
で
好
き
で

　

大
好
き
で

　

死
ぬ
ほ
ど
好
き
な

　

お
方
で
も

　

妻
と
い
う
字
に
ゃ

　

勝
て
や
せ
ぬ

　

泣
い
て
別
れ
た

　

河
原
町

　

楽
し
か
っ
た
島
で
の

ロ
ケ
も
終
わ
り
、
私
た
ち

は
篠
島
か
ら
船
に
乗
っ

て
帰
路
に
就
き
ま
し
た
。

　
『
島
か
ら
の
眺
め
』
が

放
送
さ
れ
た
日
の
こ
と

は
、
私
の
記
憶
に
殆
ど

残
っ
て
い
ま
せ
ん
。
夜
で

は
な
く
、
午
後
２
時
頃
の

放
送
だ
っ
た
と
思
い
ま

す
。

　

家
族
と
一
緒
に
、
自
分

の
姿
を
テ
レ
ビ
の
画
面

で
見
る
の
が
恥
ず
か
し

か
っ
た
こ
と
は
確
か
で

す
。

　

脚
本
も
残
っ
て
い
な

い
し
、
録
画
も
さ
れ
て
い

な
い
し
、
ど
ん
な
内
容
の

ド
ラ
マ
だ
っ
た
の
か
、
今

で
は
調
べ
る
方
法
は
有

り
ま
せ
ん
。

　

し
か
し
、
篠
島
で
の
ロ

ケ
は
、
青
春
時
代
の
輝
け

る
数
日
間
と
し
て
、
私
の

心
に
残
っ
て
い
ま
す
。

⒄
田
村
さ
ん
と
『
少
年
』

　

日
本
映
画
史
に
於
け

る
シ
ナ
リ
オ
作
家
と
し

て
の
田
村
さ
ん
の
位
置

に
つ
い
て
書
き
ま
す
。

　

佐
藤
忠
男
は
『
日
本

映
画
史
３
』（
岩
波
書
店
）

の
中
で
、
次
の
よ
う
に
述

べ
て
い
ま
す
。

　
「
田
村
孟
は
、
大
島
渚

の
良
き
協
力
者
と
し
て
、

『
飼
育
』『
白
昼
の
通
り

魔
』『
日
本
春
歌
考
』『
絞

死
刑
』『
少
年
』
な
ど
の

シ
ナ
リ
オ
を
、
単
独
、
あ

る
い
は
集
団
で
書
い
た
。

こ
れ
ら
は
、
一
作
ご
と
に

ス
タ
イ
ル
が
違
い
、
一

作
ご
と
に
か
つ
て
な
い

新
し
い
方
法
を
獲
得
し

よ
う
と
す
る
野
心
的
で

実
験
的
な
作
品
で
あ
り
、

人
間
を
限
界
状
況
に
追

い
込
み
、
内
面
的
で
倫
理

的
な
問
題
を
鋭
く
理
詰

め
に
矢
継
ぎ
早
に
提
起

し
つ
づ
け
る
と
こ
ろ
に
、

知
的
な
興
奮
を
感
じ
さ

せ
る
力
作
で
あ
っ
た
。
そ

の
後
、
長
谷
川
和
彦
監
督

の
た
め
の
『
青
春
の
殺
人

者
』、
篠
田
正
浩
監
督
の

た
め
の
『
瀬
戸
内
少
年
野

球
団
』
で
は
、
危
機
的
な

状
況
で
の
人
間
の
行
動

の
掘
り
下
げ
に
卓
抜
な

描
写
力
を
示
し
て
い
る
」

　

田
村
さ
ん
の
代
表
作

と
も
言
え
る
シ
ナ
リ
オ

を
大
島
渚
が
演
出
し
た

映
画
『
少
年
』
に
つ
い
て
、

同
じ
く
佐
藤
忠
男
は
、
次

の
よ
う
に
書
い
て
い
ま

す
。

　
「
大
島
渚
の
『
少
年
』

（
１
９
６
９
）
は
、
わ
ざ

と
自
動
車
に
ぶ
つ
か
っ

て
、
運
転
者
か
ら
示
談

金
を
ゆ
す
る
“
当
り
屋
”

を
や
る
こ
と
を
強
制
さ

れ
て
い
た
少
年
の
実
話

に
よ
る
映
画
化
で
、“
当

り
屋
”
が
悪
質
な
犯
罪

で
あ
る
こ
と
を
十
分
に

自
覚
し
な
が
ら
、
自
分

が
や
ら
な
か
っ
た
ら
家

族
が
崩
壊
し
て
し
ま
う

と
考
え
て
、
そ
れ
を
や

り
続
け
る
少
年
の
悲
劇

的
な
強
い
意
志
が
、
見

る
者
の
胸
を
打
た
ず
に

は
い
ら
れ
な
い
作
品
で

あ
る
。
こ
れ
は
ま
た
、

低
予
算
映
画
と
し
て
は

驚
く
べ
き
、
四
国
か
ら

北
海
道
ま
で
転
々
と
ロ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
し
て

作
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
。

大
手
の
会
社
で
は
考
え

ら
れ
な
い
少
人
数
編
成

と
ス
タ
ッ
フ
の
犠
牲
的

な
参
加
が
、
こ
れ
を
可

能
に
し
た
」

　

私
は
、
田
村
さ
ん
が

シ
ナ
リ
オ
を
書
き
、
大

島
渚
が
演
出
し
た
映
画

『
少
年
』
を
、
劇
場
で
も

テ
レ
ビ
で
も
見
た
こ
と

が
あ
り
ま
せ
ん
。
シ
ナ

リ
オ
も
読
ん
だ
こ
と
が

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

ど
ん
な
作
品
か
、
具

体
的
に
は
、
何
一
つ
と

し
て
知
り
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
つ
い
先
日
、
市

の
図
書
館
で
『
少
年
』

の
シ
ナ
リ
オ
を
見
つ
け

て
、
読
む
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。『
日
本
名
作
シ

ナ
リ
オ
選　

下
巻
』（
日

本
シ
ナ
リ
オ
作
家
協
会
）

の
中
に
、
山
田
洋
次
監

督
の
『
幸
福
の
黄
色
い

ハ
ン
カ
チ
』
な
ど
と
並

ん
で
、
選
ば
れ
て
入
っ

て
い
た
の
で
す
。

　

田
村
さ
ん
が
ど
の
よ

う
な
文
体
で
シ
ナ
リ
オ

を
書
い
た
か
、
そ
の
一

端
を
知
っ
て
も
ら
う
た

め
に
、
２
つ
の
シ
ー
ン

を
引
用
し
ま
す
。

１　

高
知
市
（
秋
の
始

め
）

賑
や
か
な
商
店
街
を
小

学
生
の
服
を
着
た
少
年

が
歩
い
て
来
る
。　

肌
は
ト
ビ
色
に
焼
け
、

少
し
田
舎
っ
ぽ
い
が
、

気
持
ち
の
い
い
健
康
さ

だ
。

車
の
通
り
が
激
し
く

な
っ
た
辺
り
に
来
て
、

急
に
立
ち
止
ま
る
。

目
の
前
を
通
り
過
ぎ
る

車
を
、
一
台
、
一
台
頭

を
動
か
し
て
追
う
。

一
台
の
車
が
少
年
の
す

ぐ
前
を
通
り
過
ぎ
た
瞬

間
、
ぱ
っ
と
片
手
を
目

に
当
て
、
肩
を
震
わ
せ
る
。

よ
く
見
る
と
、
彼
は
泣

い
て
い
る
の
だ
─
い
や

違
う
。
泣
く
真
似
だ
。

そ
の
証
拠
に
、
す
ぐ
手

を
放
し
、
低
い
声
で
「
ポ

カ
ー
ン
」
と
呟
く
。

だ
が
、
少
年
の
目
は
、

す
ぐ
に
車
を
追
い
始
め

る
。
今
度
は
、
両
手
を

一
緒
に
目
に
当
て
「
あ
ー

ん
」
と
一
言
、
言
う
。

し
か
し
、
そ
れ
も
泣
き

真
似
だ
。

両
手
を
ぶ
ら
ん
と
下
ろ

し
、
の
ろ
の
ろ
歩
き
始

め
る
。

　
18　

狭
い
道

黄
色
い
帽
子
を
冠
っ
た

少
年
が
歩
く
。　

離
れ
て
後
か
ら
母
が
行

く
。

少
年
は
、
向
こ
う
か
ら

来
る
一
台
の
車
を
落
ち

着
い
た
目
で
見
て
い
る
。

母
が
足
を
速
め
、
少
年

に
追
い
つ
く
。

向
こ
う
か
ら
軽
四
輪
が

来
る
。

母
が
少
年
の
横
に
並
ぶ
。

そ
し
て
、
背
中
へ
手
を

伸
ば
し
か
け
た
時
、
少

年
は
、
す
で
に
車
の
ボ

デ
ィ
の
方
へ
向
か
っ
て

出
て
行
っ
て
い
る
。

母
が
息
を
飲
む
。

少
年
は
、
車
体
の
真
ん

中
あ
た
り
に
軽
く
当
た

り
、
み
ご
と
に
路
上
に

ひ
っ
く
り
か
え
る
。

母
「（
叫
ぶ
）
坊
や
！
坊

や
！
…
…
」

軽
四
輪
が
急
ブ
レ
ー
キ

で
停
ま
る
。

母
は
、
泣
き
声
を
あ
げ
、

「
坊
や
！
」
と
駆
け
寄
る
。

地
面
に
チ
ョ
コ
ン
と
落

ち
て
い
る
黄
色
い
帽
子
。

少
年
の
手
が
、
這
う
よ

う
に
近
づ
く
。

　　

こ
う
し
た
乾
い
た
文

体
で
、
全
体
が
綴
ら
れ
て

い
ま
す
。
見
事
な
も
の
で

す
。

〈
杉
本
武
之
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
〉

１
９
３
９
年　

碧
南
市
に
生
ま

れ
る
。

京
都
大
学
文
学
部
卒
業
。
翻
訳
業

を
経
て
、小
学
校
教
師
に
な
る
た

め
に
愛
知
教
育
大
学
に
入
学
。
25

年
間
、西
尾
市
の
小
中
学
校
に
勤

務
。
定
年
退
職
後
、名
古
屋
大
学

教
育
学
部
の
大
学
院
で
学
ぶ
。

〈
趣
味
〉読
書
と
競
馬

（９）
杉 

本 

武 

之

田
村
孟
さ
ん
を
め
ぐ
っ
て

材
料

簡単にできる卵を使わないあっさりプリンです。
卵アレルギーの方も食べられるデザートの一品です。

ぷるりん豆乳プリン

作
り
方

❶鍋にⒶの半量とⒷを入れ沸騰する寸前で火を止める。
❷❶にⒸを少量ずつ入れながらよく混ぜる。
❸❷をざるでこす。
❹❸にⒶの残りを入れる。
❺氷水をボールに用意し❹を氷水にあてながらゆっく

り混ぜる。
❻少しトロミがついたら、バットもしくは器に注ぎ、ラッ

プをして、冷蔵庫で１時間冷やす。　
❼ガラス容器などに盛りつけⒹをかけて完成�
お好みでカラメルソースや黒蜜でも美味しいですよ。
お試しください。

簡単！

（４人分）
Ⓐ豆　乳…300cc
Ⓑ砂　糖…13g
Ⓒクックゼラチン
　…スティック１本（5g）
　　⎛このゼラチンはふやかす⎞
　　⎝手間がいりません　　　⎠
Ⓓメープルソース…適宜

班
日
記
か
ら

イ
カ
チ
ュ
ウ
（
１
／
20
㈭
）

　
　
　
　
　
　
　

Ｈ
・
Ｙ
男

き
ょ
う
、
図
工
で
五
・
六
時
間

目
も
や
り
ま
し
た
。
ぼ
く
た
ち

は
お
く
れ
て
い
る
か
ら
、
い
そ

い
で
や
り
ま
し
た
。
ぼ
く
た
ち

が
ほ
っ
て
い
る
う
ち
に
、
ほ
か

の
班
の
み
ん
な
は
イ
ン
ク
を
ぬ

っ
て
す
っ
て
い
ま
し
た
。

※
い
い
作
品
が
で
き
あ
が
っ
た

　

ね
。
み
ん
な
が
一
生
懸
命
や

　

っ
た
か
ら
だ
よ
。

ジ
ョ
ー
ズ
（
１
／
24
㈪
）

　
　
　
　
　
　
　

Ｕ
・
Ｔ
男

三
時
間
目
の
ほ
う
か
、
Ｈ
君
た

ち
が
ポ
コ
ペ
ン
を
し
て
い
て
ガ

ラ
ス
を
わ
っ
た
。

※
あ
ぶ
な
か
っ
た
。
ガ
ラ
ス
で

　

手
を
き
ら
な
く
て
本
当
に
よ

　

か
っ
た
。
遊
ぶ
と
き
に
は
、

　

外
で
遊
ぼ
う
ね
。

雪
だ
る
ま
（
１
／
26
㈬
）

　
　
　
　
　
　
　

Ｍ
・
Ａ
女

そ
う
じ
が
早
く
で
き
た
。
い
つ

も
早
い
と
い
い
。
で
も
、
つ
く

え
ふ
き
だ
け
は
お
そ
い
。

※
早
く
で
き
た
こ
と
は
、
み
ん

　

な
が
手
伝
っ
て
や
れ
た
か
ら

　

だ
よ
ね
。
感
心
、
感
心！

イ
カ
チ
ュ
ウ
（
１
／
29
㈯
）

　
　
　
　
　
　
　

H
・
Ａ
女

き
ょ
う
は
、
氏
原
先
生
が
い
な

い
の
で
、
い
ろ
ん
な
先
生
が
来

て
く
れ
ま
し
た
。
中
先
生
の
時

が
い
ち
ば
ん
お
も
し
ろ
か
っ
た

で
す
。
み
ん
な
が
「
お
父
さ
ん

の
こ
と
を
書
く
ん
だ
す
」
と
い

っ
た
ら
、
中
先
生
が
「
う
ち
の

ト
ー
チ
ャ
ン
は
ハ
ゲ
チ
ャ
ビ
ン

で
す
」
と
い
っ
た
の
で
み
ん
な

が
大
わ
ら
い
し
ま
し
た
。
す
る

と
、
ち
あ
き
ち
ゃ
ん
が
「
う
ち

の
と
う
ち
ゃ
ん
、
ハ
ゲ
じ
ゃ
な

い
よ
」
と
い
う
と
、
中
先
生
が
「

ア
デ
ラ
ン
ス
し
と
る
か
も
し
れ

ん
ぞ
」。　　
す
る
と
、
ち
あ
き
ち

ゃ
ん
は
「
ち
が
う
わ
〜
、
ハ
ゲ

ラ
ン
ス
だ
ヨ
ー
」
と
い
っ
た
ら
、

中
先
生
は
ず
っ
こ
け
て
し
ま
い

ま
し
た
。
中
先
生
は
う
し
ろ
の

ゆ
か
が
す
べ
る
ぼ
で
す
べ
っ
て

遊
ん
で
い
ま
し
た
。

楽
し
い
一
時
間
で
し
た
。

※
そ
り
ゃ
あ
、
お
も
し
ろ
か
っ

　

た
ね
。
出
張
で
い
な
い
こ
と

　

が
多
く
て
ご
め
ん
な
さ
い
。

　

い
ろ
ん
な
先
生
が
来
て
い
た

　

だ
き
、
あ
り
が
た
い
で
す
。

キ
ン
グ
・
コ
ン
グ（
２
／
３
㈭
）

　
　
　
　
　
　
　

Ｙ
・
Ｎ
女

き
ょ
う
、
一
時
間
目
に
小
数
を

し
ま
し
た
。
き
の
う
、
休
ん
で

い
た
の
で
ま
る
っ
き
り
分
か
り

ま
せ
ん
で
し
た
。
さ
い
ご
の
ほ

う
で
や
っ
と
分
か
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

※
分
か
る
よ
う
に
な
っ
て
よ
か

　

っ
た
ね
。
う
れ
し
い
な
あ
。

　

は
じ
め
て
の
べ
ん
き
ょ
う
だ

　

か
ら
、
分
か
ら
な
く
て
い
い

　

ん
だ
よ
。
分
か
ら
な
い
と
き

　

は
、
し
つ
問
を
し
よ
う
ね
。

こ
の
指ゆ

び

と
ま
れ 

（243）　
　

氏  

原  

朝  

信

昭
和
51
年
度　

三
年
三
組
の
学
級
通
信「
な
か
よ
し
」
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新シリーズ ヒューマンライフ

　

姪
の
就
職
2

　

手
記
は
続
い
た
。

　

―
舞
の
相
手
を
し
て
い
て
も
、
ふ
と
心
細
く
な
る
こ
と
が
あ

る
。
老
い
や
病
気
の
こ
と
を
考
え
る
と
目
の
前
は
真
っ
暗
だ
。

た
い
て
い
の
こ
と
は
楽
観
的
に
や
り
過
ご
せ
て
も
、
老
い
や
病

気
は
そ
う
は
い
か
な
い
。
胃
潰
瘍
や
低
血
糖
、
じ
ん
帯
の
損
傷

な
ど
体
の
あ
ち
こ
ち
が
が
た
つ
い
た
だ
け
に
、
な
お
さ
ら
だ
。

「
あ
あ
、
こ
ん
な
こ
と
な
ら
子
ど
も
な
ん
か
つ
く
る
ん
で
は
な

か
っ
た
な
」

　

そ
う
考
え
る
こ
と
も
ま
れ
で
は
な
い
。

　

恋
を
し
て
い
る
時
は
プ
ラ
ス
志
向
に
な
っ
て
い
る
の
で
、
マ

イ
ナ
ス
の
こ
と
は
考
え
に
く
い
の
だ
ろ
う
と
真
三
は
思
っ
た
。

こ
こ
に
人
間
の
業ご

う

の
難
し
さ
が
あ
る
。
将
来
不
安
が
あ
っ
た
と

し
て
も
目
先
の
欲
望
、
快
楽
の
波
に
の
み
込
ま
れ
や
す
い
の
が

人
間
で
あ
る
。
後
悔
先
に
立
た
ず
と
よ
く
い
っ
た
も
の
で
、
先

が
読
め
る
な
ら
失
敗
は
起
こ
ら
な
い
だ
ろ
う
が
、
現
実
は
失

敗
の
連
続
か
も
知
れ
な
い
。
人
間
は
失
敗
が
あ
っ
て
も
、
そ
れ

を
乗
り
越
え
る
知
恵
も
持
ち
合
わ
せ
て
い
る
。
時
に
は
あ
き
ら

め
、
耐
え
る
力
も
あ
る
。
人
生
と
は
そ
う
い
う
も
の
で
あ
る
。

失
敗
を
恐
れ
て
い
て
は
挑
戦
で
き
な
い
。
挑
戦
す
る
た
め
に
失

敗
は
あ
る
。
す
る
こ
と
や
る
こ
と
、
こ
と
ご
と
く
成
功
し
た
ら

そ
れ
は
挑
戦
で
は
な
く
、
へ
た
す
れ
ば
惰
性
に
な
る
。

　

老
舗
の
商
人
の
家
で
は
「
石
橋
で
も
た
た
い
て
渡
る
」
ほ
ど
、

何
事
に
も
慎
重
に
行
動
せ
よ
と
教
え
た
。
石
で
で
き
た
頑
丈

な
橋
で
も
渡
る
時
は
、
た
た
い
て
安
全
を
確
認
し
て
渡
れ
と
い

う
教
え
で
あ
る
。
そ
れ
だ
け
慎
重
に
し
て
い
た
ら
失
敗
は
極
小

化
、
つ
ま
り
ほ
と
ん
ど
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　

真
三
は
健
太
郎
の
手
記
を
読
ん
で
、
本
人
に
は
陳
腐
な
内

容
だ
と
い
っ
た
が
、
身
内
の
人
間
が
改
め
て
読
ん
で
み
る
と
、

彼
の
苦
悩
が
痛
い
ほ
ど
わ
か
る
。

　

手
記
は
続
く
。

　

―
私
は
で
き
る
こ
と
な
ら
自
宅
で
死
に
た
い
と
だ
け
願
っ

て
い
る
が
、
そ
ん
な
さ
さ
や
か
な
希
望
が
か
な
う
か
ど
う
か
さ

え
定
か
で
は
な
い
。
妻
や
娘
に
負
担
を
か
け
た
く
な
い
と
思
っ

て
い
る
の
で
、
い
ざ
と
な
れ
ば
病
院
に
入
院
す
る
な
り
、
老
人

ホ
ー
ム
へ
入
る
な
り
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。

　

そ
の
覚
悟
が
私
に
で
き
て
い
る
訳
で
は
な
い
。
内
心
嫌
で
嫌

で
た
ま
ら
な
い
が
、
自
分
で
は
ど
う
し
よ
う
も
な
い
こ
と
だ
と

半
ば
あ
き
ら
め
て
い
る
の
だ
。
豊
か
に
な
っ
た
と
い
っ
て
も
、

こ
の
国
で
は
安
心
し
て
老
い
る
こ
と
も
病
気
に
な
る
こ
と
も
容

易
で
は
な
い
。

　

施
設
や
制
度
、
そ
し
て
人
。
い
ず
れ
も
満
足
で
き
る
状
態

で
は
な
い
。
そ
れ
に
高
齢
者
と
い
っ
て
も
個
人
差
が
大
き
く
、

自
分
が
ど
ん
な
最
後
を
迎
え
る
の
か
想
像
も
で
き
な
い
。
だ
か

ら
、
み
ん
な
不
安
に
な
る
の
だ
ろ
う
。

　

真
三
も
高
齢
者
の
仲
間
入
り
し
て
い
る
の
で
健
太
郎
の
苦

悩
は
わ
が
身
に
照
ら
し
て
痛
い
ほ
ど
わ
か
る
。
心
身
と
も
健
康

な
状
態
の
時
に
は
考
え
も
し
な
か
っ
た
こ
と
が
、
病
気
に
な
る

と
一
変
、
将
来
不
安
に
襲
わ
れ
る
。

　

超
高
齢
化
社
会
に
な
っ
て
、
病
魔
と
闘
い
あ
る
い
は
寝
た

き
り
に
な
っ
て
い
る
高
齢
者
は
少
な
く
な
い
。
な
か
で
も
が
ん

で
死
ぬ
人
は
二
人
に
一
人
と
、
い
ま
や
国
民
病
に
な
っ
た
。「
こ

れ
っ
て
、
日
本
人
の
体
質
で
す
か
」
と
が
ん
患
者
が
医
師
に
聞

く
と
、「
が
ん
が
発
症
す
る
ほ
ど
長
生
き
し
て
い
る
の
で
す
」と

医
師
が
答
え
た
。

　

長
生
き
も
寝
た
き
り
状
態
で
は
、
面
白
く
な
い
。
ま
し
て
薬

剤
や
治
療
に
よ
っ
て
ベ
ッ
ド
の
上
で
息
を
し
て
い
る
だ
け
の
生

命
維
持
に
は
耐
え
ら
れ
な
い
。
そ
う
か
と
い
っ
て
自
殺
す
る
勇

気
や
元
気
が
あ
る
の
か
と
問
え
ば
、
疑
わ
し
い
。
そ
の
多
く
は

無
念
の
内
に
息
を
引
き
取
る
の
だ
ろ
う
。

「
お
医
者
さ
ん
か
ら
あ
な
た
は
高
齢
で
す
か
ら
治
療
は
無
理

で
す
。
自
宅
で
安
静
に
し
て
過
ご
し
て
く
だ
さ
い
」

　

そ
う
言
わ
れ
た
高
齢
の
女
性
は
「
医
者
に
も
見
捨
て
ら
れ

た
」と
嘆
い
て
い
た
こ
と
を
真
三
は
思
い
出
し
た
。

　

手
記
の
続
き
を
読
む
。

　

―
そ
う
い
う
不
安
を
抱
き
な
が
ら
育
児
や
家
事
を
し
て
い

る
私
は
、
イ
ギ
リ
ス
老
紳
士
の
よ
う
に
子
育
て
を
楽
し
む
ほ
ど

の
ゆ
と
り
は
な
く
、
心
身
と
も
に
疲
れ
果
て
て
い
る
母
親
も
少

な
く
な
い
。

　

熟
年
だ
か
ら
つ
ら
い
の
で
は
な
く
、
子
ど
も
を
育
て
る
こ
と

自
体
、
と
て
も
し
ん
ど
い
こ
と
な
の
だ
。
し
か
も
今
は
母
親
一

人
が
背
負
い
込
む
の
だ
か
ら
、
想
像
す
る
だ
け
で
も
恐
ろ
し

い
。

　

そ
れ
に
子
育
て
の
期
間
は
短
く
な
い
。
成
長
し
た
ら
し
た

で
、
嘆
き
や
悩
み
も
増
え
る
。
親
に
刃
向
う
だ
け
で
な
く
、
暴

力
を
振
る
っ
て
手
に
負
え
な
く
な
る
子
も
い
る
。
不
良
仲
間
に

入
っ
た
り
、
犯
罪
に
走
る
子
も
珍
し
く
な
い
。
引
き
こ
も
り
や

閉
じ
こ
も
り
、
い
じ
め
、
不
登
校
な
ど
心
配
事
は
尽
き
る
こ
と

は
な
い
。

　

愛
情
を
降
り
注
い
で
育
て
た
自
負
し
て
い
た
子
が
、
警
察

に
捕
ま
っ
た
り
補
導
さ
れ
た
り
す
る
。
何
を
言
っ
て
も
、
口

を
き
い
て
く
れ
な
い
。
何
を
考
え
て
い
る
の
か
も
分
か
ら
な

い
。

「
ど
う
し
て
子
ど
も
を
産
ん
で
し
ま
っ
た
の
か
」

　

そ
う
嘆
く
母
親
が
い
っ
ぱ
い
い
る
と
い
う
で
は
な
い
か
。

　

育
て
上
げ
る
責
任
が
な
い
祖
父
母
の
立
場
な
ら
、
あ
る
い

は
子
育
て
を
楽
し
め
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
老
い
の

不
安
と
日
常
の
育
児
の
つ
ら
さ
が
入
り
混
じ
る
私
に
と
っ
て

は
、
子
育
て
を
楽
し
み
と
は
ど
う
し
て
も
言
い
き
れ
な
い
の

だ
。

　

で
は
喜
び
は
な
い
の
か
と
思
わ
れ
る
か
も
知
れ
な
い
が
、

そ
ん
な
こ
と
は
な
い
。
子
育
て
の
最
中
に
は
も
ち
ろ
ん
、
喜

び
や
楽
し
み
も
あ
る
。
幸
せ
だ
と
感
じ
て
い
る
母
親
も
多
い

に
違
い
な
い
。

「
お
っ
ぱ
い
を
口
に
含
ま
せ
る
と
何
と
も
い
い
気
分
に
な
る

ん
で
す
よ
」

「
私
の
呼
び
か
け
に
こ
た
え
て
く
れ
る
と
、
こ
ち
ら
も
う
れ

し
く
な
り
ま
す
よ
ね
」

　

こ
ん
な
声
を
お
母
さ
ん
達
か
ら
よ
く
聞
い
た
。

　

真
三
は
こ
こ
ま
で
読
ん
で
健
太
郎
は
ま
だ
本
当
の
苦
労
を

知
ら
な
い
と
思
っ
た
。

　

中
国
で
は
一
人
っ
子
政
策
を
転
換
し
て
二
人
の
子
ど
も
を

産
ん
で
も
い
い
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
が
、「
二
人
目
は
産
み

ま
せ
ん
。
子
ど
も
に
か
か
る
教
育
費
は
一
人
で
も
大
変
で
す

か
ら
…
」
と
テ
レ
ビ
か
ら
流
れ
て
く
る
映
像
で
子
育
て
の
苦
労

を
に
じ
ま
せ
て
い
た
。

　

日
本
で
も
働
き
た
い
女
性
は
多
い
。
し
か
し
保
育
所
、
特

に
０
歳
児
か
ら
入
れ
る
と
こ
ろ
が
少
な
く
、
待
機
者
が
増
え

て
い
る
。
非
正
規
労
働
者
や
シ
ン
グ
ル
マ
ザ
ー
が
増
え
、
ど

う
し
て
も
子
ど
も
を
保
育
所
に
預
け
て
働
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
女ひ

　
と性
は
少
な
く
な
い
。

「
幼
い
わ
が
子
を
保
育
所
に
預
け
、
別
れ
る
時
に
泣
き
叫
ぶ

声
を
聞
い
た
時
に
、
戻
っ
て
抱
き
し
め
た
い
と
思
う
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
心
を
鬼
に
し
て
振
り
切
っ
て
職
場

に
向
か
い
ま
す
」

　

健
太
郎
の
場
合
、
男
と
女
が
攻
守
を
変
え
て
自
宅
で
育
て

て
い
る
の
だ
か
ら
、
こ
う
し
た
苦
労
を
知
ら
な
い
。
し
か
も

二
人
で
出
掛
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
時
に
、
近
く
に
移
り
住

ん
で
き
た
裕
美
の
両
親
に
面
倒
を
か
け
る
こ
と
も
で
き
る
。

こ
う
し
た
こ
と
が
な
い
と
、
共
働
き
は
非
常
に
困
難
に
な
る
。

と
く
に
シ
ン
グ
ル
マ
ザ
ー
で
近
く
に
頼
る
人
が
お
ら
な
い
と
、

普
通
に
子
育
て
は
で
き
な
い
。

　

ま
た
保
育
所
に
預
け
な
が
ら
仕
事
を
続
け
る
場
合
に
、
一

番
の
問
題
は
子
ど
も
が
病
気
に
な
っ
た
時
で
あ
る
。
保
育
所

は
病
気
の
子
ど
も
は
預
か
っ
て
く
れ
な
い
。
病
院
に
子
ど
も

を
連
れ
て
行
っ
て
休
暇
を
申
し
出
る
と
、
職
場
に
迷
惑
を
か

け
る
こ
と
に
な
り
、
そ
の
回
数
が
増
え
る
と
職
場
に
お
り
に

く
く
な
る
。

　

仮
に
両
親
が
近
く
に
い
て
面
倒
を
み
て
く
れ
て
も
「
も
し
、

病
気
が
悪
化
し
た
り
、
け
が
を
し
た
り
し
た
ら
と
思
う
と
気

軽
に
引
き
受
け
ら
れ
な
い
」
と
い
う
声
も
聞
こ
え
て
く
る
。
ま

た
親
と
違
っ
て
祖
父
母
は
ど
う
し
て
も
甘
や
か
し
て
し
ま
う

こ
と
も
あ
っ
て
、
子
ど
も
の
躾し

つ
け

が
う
ま
く
い
か
な
い
こ
と
も

起
こ
る
。
ま
た
母
親
が
專
業
主
婦
で
い
っ
時
も
子
ど
も
か
ら

離
れ
ず
手
取
り
足
取
り
し
て
大
事
に
育
て
た
か
ら
と
言
っ
て
、

立
派
な
子
ど
も
に
育
つ
か
と
い
う
と
、
そ
の
保
証
は
な
い
。

小
学
校
に
入
学
し
て
い
じ
め
ら
れ
る
子
に
は
、
甘
や
か
し
て

育
て
ら
れ
た
ケ
ー
ス
が
多
い
と
も
言
わ
れ
る
。
保
育
所
の
集

団
で
育
っ
た
子
の
方
が
た
く
ま
し
く
な
る
場
合
だ
っ
て
あ
る
。

　

そ
れ
ほ
ど
子
育
て
は
難
し
い
。

　

健
太
郎
は
舞
を
育
て
る
前
に
、
多
く
の
体
験
を
し
て
い
た
。

　

―
私
の
父
も
母
も
、
三
人
の
息
子
が
親
の
思
う
よ
う
な
生

き
方
を
し
な
い
こ
と
に
い
ら
立
っ
た
に
違
い
な
い
。
私
も
前

妻
と
の
間
に
で
き
た
三
人
の
子
ど
も
と
の
間
で
い
ろ
い
ろ
な

問
題
が
持
ち
上
が
っ
た
。
こ
ち
ら
が
途
方
に
暮
れ
た
こ
と
も

一
度
や
二
度
で
は
な
か
っ
た
。
子
離
れ
し
て
い
た
と
は
い
え
、

子
ど
も
と
の
確
執
が
絶
え
な
か
っ
た
。

　

そ
れ
も
養
育
費
な
ど
の
仕
送
り
が
終
わ
る
と
と
も
に
、
子

ど
も
た
ち
か
ら
の
音
沙
汰
は
途
絶
え
た
。
カ
ネ
の
切
れ
目
が

縁
の
切
れ
目
と
い
う
絵
に
か
い
た
よ
う
な
事
態
だ
。
覚
悟
し

て
い
た
こ
と
と
は
い
え
、
悲
し
い
し
寂
し
い
こ
と
で
あ
る
。

　

舞
と
も
こ
れ
か
ら
先
、
ど
ん
な
こ
と
で
対
立
す
る
か
わ
か

ら
な
い
。
そ
し
て
音
信
す
ら
な
く
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
も
あ

る
だ
ろ
う
。

　

そ
れ
で
も
子
ど
も
は
み
ん
な
未
来
が
あ
る
。
み
ん
な
無
限

の
可
能
性
を
秘
め
て
い
る
。
ど
ん
な
生
き
方
を
す
る
か
は
子

ど
も
自
身
が
決
め
る
こ
と
で
、
親
だ
か
ら
と
い
っ
て
理
不
尽

な
振
る
舞
い
は
許
さ
れ
な
い
。

　

子
ど
も
が
み
ず
か
ら
の
道
を
歩
き
出
せ
ば
、
静
か
に
見
守

れ
ば
い
い
。
そ
れ
が
親
の
特
権
で
あ
る
。
子
ど
も
を
も
つ
醍

醐
味
は
実
は
そ
こ
に
あ
る
と
私
は
思
っ
て
い
る
。
そ
う
考
え

る
と
老
い
や
病
気
の
不
安
も
吹
き
飛
ん
で
し
ま
う
。

　

は
か
ら
ず
も
熟
年
パ
パ
、
オ
ー
ル
ド
フ
ァ
ー
ザ
ー
を
体
験

し
た
こ
と
を
、
私
は
も
ち
ろ
ん
後
悔
し
て
い
な
い
。

「
子
ど
も
は
何
人
い
て
も
い
い
」

　

子
育
て
し
て
い
る
熟
年
パ
パ
の
実
感
で
あ
る
。

　

こ
こ
で
手
記
は
終
わ
っ
て
い
る
。

　

ふ
と
真
三
は
会
館
内
の
長
い
す
に
腰
を
か
け
、
静
か
に
待
っ

て
い
る
舞
を
や
や
離
れ
た
と
こ
ろ
か
ら
見
た
。

写真：うもう湿原（著者撮影）

※
こ
の
物
語
に
対
す
る
読
者
の
方
々
の
コ
メ
ン
ト
、
体
験

談
を
左
記
の
Ｆ
Ａ
Ｘ
か
メ
ー
ル
で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

今
回
は
「
就
職
」「
日
本
の
ゆ
く
え
」「
結
婚
」「
夫
婦
」「
イ
ン

ド
」「
愛
知
県
」に
つ
い
て
で
す
。
物
語
が
進
行
す
る
中
で
織

り
込
む
こ
と
を
試
み
、
一
緒
に
考
え
ま
す
。
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─ 自 分ドラマ つくろう─ �　  岡田　清治
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樅
山
善
久

昭
和
十
一
年
碧
南
市
で
生
ま
れ
る
。

丸
栄
陶
業
株
式
会
社
代
表
取
締
役
。

碧
南
商
工
会
議
所
会
頭
。

愛
知
県
陶
器
瓦
工
業
組
合
理
事
長
。

全
国
陶
器
瓦
工
業
組
合
連
合
会
理
事
長
な
ど
を
歴
任
。

平
成
十
三
年
藍
綬
褒
章
受
賞
。

平
成
二
十
二
年
旭
日
小
授
章
受
賞
。

丸
栄
陶
業
株
式
会
社
取
締
役
会
長 

現
在
に
至
る
。

京
都
造
形
芸
術
大
学
・
通
信
教
育
部
芸
術
学
部
美
術
科
・

洋
画
コ
ー
ス
大
学
院
修
士
課
程
二
回
生
。

小
林
玲
子

碧
南
市
に
育
つ
。

西
尾
市
在
住

共
著
「
西
尾
の
民
話
」

童
話
「
サ
ケ
の
子
ピ
ッ
チ
」

随
筆
「
海
辺
の
そ
よ
風
」

　
　
　
（
中
経
コ
ラ
ム
「
閑
人
帳
」
よ
り
）

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
脚
本

　

「
み
ぐ
り
ち
ゃ
ん
の
お
う
ち
」
ほ
か

紫
陽
花
と
い
え
ば
ご
一
緒
し
た
高
野
山
に
参
詣
し
た
旅

を
思
い
出
し
ま
す
。

あ
の
頃
は
皆
様
お
元
気
で
ご
ざ
い
ま
し
た
。

記
念
撮
影
の
時
バ
ッ
ク
に
青
い
紫
陽
花
が
た
わ
わ
に
咲

い
て
い
た
の
を
思
い
出
し
ま
す
。

先
日
北
鎌
倉
の
明
月
院
で
古
い
日
本
種
の
紫
陽
花
を
見

ま
し
た
。

全
て
そ
の
種
で
、西
洋
ア
ジ
サ
イ
と
形
は
同
じ
で
す
が

小
形
の
花
で
し
た
。

日
本
の
原
種
は
萼
ア
ジ
サ
イ
（
山
ア
ジ
サ
イ
）
と
思
っ

て
い
ま
し
た
か
ら
吃
驚
り
し
ま
し
た
。

小
ぶ
り
な
花
は
日
本
の
庭
に
似
合
う
と
思
い
ま
し
た
。

雨
期
を
華
や
か
に
し
て
く
れ
る
紫
陽
花
は
、何
れ
の
種

類
も
美
し
い
。

玉
三
郎
の
艶
冶
は
言
い
当
て
て
妙
！

夫
が
「
い
い
句
だ
な
ァ
」と
感
心
し
て
い
ま
す
。

お
元
気
で
。	

感
謝
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午
後
五
時　

内
容　

①
は
リ
ボ
ン
で
丸

い
形
を
作
り
、
フ
ェ
ル
ト
な
ど
で
飾
り

付
け
た
ブ
ロ
ー
チ
を
作
り
ま
す
。
②
は

い
ろ
い
ろ
な
糸
を
た
ば
ね
て
ふ
さ
を
作

り
、リ
ボ
ン
や
レ
ー
ス
・
布
な
ど
を
飾
っ

て
作
り
ま
す
。　

材
料
費　

各
一
個
百

円▼
季
節
工
作
「
た
な
ば
た
か
ざ
り
」・

一
日
㈬
～
三
十
日
㈭　

午
前
九
時
～
午

後
五
時　

内
容　

折
り
紙
・
リ
ボ
ン
な

ど
で
飾
り
を
作
り
、
竹
の
小
枝
に
ぶ
ら

さ
げ
、
筒
に
さ
し
て
、
七
夕
飾
り
を
作

り
ま
す
。　

材
料
費　

一
個
百
二
十
円

▼
ち
っ
ち
ゃ
な
い
ろ
あ
そ
び
「
す
み
な

が
し
」・
二
十
一
日
㈫
〜
三
十
日
㈭　

午
前
九
時
〜
午
後
五
時　

内
容　

糊
の

中
に
イ
ン
ク
を
落
と
し
、
竹
く
し
で
流

れ
る
よ
う
な
模
様
を
つ
く
り
、
美
し
い

波
紋
を
布
に
染
め
ま
す
。　

材
料
費　

一
枚
六
十
円

▼
い
ろ
あ
そ
び
「
や
さ
い
の
は
ん
こ
」・

二
十
一
日
㈫
〜
三
十
日
㈭　

午
前
九
時

〜
午
後
五
時　

内
容　

レ
ン
コ
ン
な
ど

の
野
菜
を
使
っ
て
、
染
料
の
判
を
布
に

押
し
て
楽
し
み
ま
す
。　

材
料
費　

一

枚
二
百
円

▼
草
木
染
め
「
藍
染
」・
二
十
一
日
㈫

～
二
十
三
日
㈭　

午
前
九
時
〜
午
後
五

時　

内
容　

藍
染
を
楽
し
み
ま
す
。
さ

ら
に
抜
染
に
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
ま
し
ょ

う
。　

材
料
費　

一
枚
四
百
円
〜　

糊

置
き
を
す
る
場
合
は
約
五
時
間
必
要
。

別
途
糊
代
必
要
。　

そ
の
他　

限
定

三
十
枚

▼
フ
ァ
ミ
リ
ー
劇
場　

チ
ケ
ッ
ト
販

売
・
日
時　

七
月
三
日
㈰
①
午
前
十

時
半
か
ら
②
午
後
一
時
三
十
分
か
ら

（
２
回
公
演
）　

内
容　

Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
ラ
ボ
の
サ
ー
カ
ス
エ
コ

ロ
ジ
カ
ル　

入
場
料　

四
百
円　

満
二

歳
以
上
、
全
自
由
席　

発
売
日　

四
日

㈯
よ
り　

発
売
場
所　

同
館
お
よ
び
ふ

れ
あ
い
プ
ラ
ザ
（
チ
ケ
ッ
ト
は
一
人
四

枚
ま
で
）　

ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ
は
四
日

㈯
の
み
午
前
九
時
～
午
後
五
時
発
売　

電
話
予
約
は
不
可
。
詳
し
く
は
問
合
せ

く
だ
さ
い
。

▼
こ
ど
も
未
来
館
な
つ
ま
つ
り

各
種
募
集
・
七
月
二
十
四
日
㈰
に
開
催

す
る
な
つ
ま
つ
り
の
各
種
募
集
を
行
い

ま
す
。

●
「
ク
リ
マ
＆
フ
リ
マ
市
」
出
店
者
・

時
間　

午
前
九
時
～
午
後
二
時　

場
所

　

屋
外
の
イ
ベ
ン
ト
広
場　

内
容　

手

作
り
品
や
不
要
品
を
持
ち
寄
り
、
フ

リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
開
催
し
ま
す
。　

出
店
資
格　

ア
マ
チ
ュ
ア
の
方　

出
店

数　

十
七
店
。
申
し
込
み
多
数
の
場
合

は
抽
選
。

●
な
つ
ま
つ
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
日
時

　

七
月
十
六
日
㈯
・
七
月
二
十
三
日
㈯

　

午
前
九
時
～
十
二
時
と
七
月
二
十
四

日
㈰　

午
前
九
時
～
午
後
三
時　

対
象

　

中
学
生
以
上
で
、
原
則
と
し
て
３
日

間
参
加
で
き
る
方

･････････････････････････

申
込
み　

一
日
㈬
～
十
二
日
㈰
に
同
館

◎
ギ
ャ
ラ
リ
ー
Ｃ
ｅ
ｒ
ａ

　
（
常
滑
市
観
光
プ
ラ
ザ
）

▼
北
川
不
三
男　

作
陶
展
―
土
で
遊
び

　

器
を
楽
し
む
―
・
十
日
㈮
〜
二
十
日

㈪　

午
前
九
時
〜
午
後
五
時
半　

無
料

▼
水
上
勝
夫　

陶
展
―
渋
モ
ダ
ー
ン

―
・
二
十
四
日
㈮
〜
七
月
四
日
㈪　

午

前
九
時
〜
午
後
五
時
半　

無
料

◎
常
滑
屋

▼
「
ア
タ
モ
展
」・
一
日
㈬
〜
十
二
日

㈰　

ア
ク
リ
ル
画
二
十
点
ほ
ど
展
示
さ

れ
ま
す
。
マ
リ
オ
ワ
ー
ル
ド
を
お
楽
し

み
く
だ
さ
い
。

▼
ジ
ャ
ポ
ネ
ス
ク　

常
滑
焼
盤
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
・
七
日
㈫
〜
十
二
日
㈰　

カ

ラ
フ
ル
な
常
滑
焼
と
の
出
会
い

▼
が
ま
口
ま
い
ま
い
個
展
・
二
十
一
日

㈫
〜
二
十
六
日
㈰　

か
わ
い
い
が
ま
口

の
色
々
大
集
合

◎
ギ
ャ
ラ
リ
ー
と
こ
な
め

　
（
常
滑
市
陶
磁
器
会
館
内
）

▼
齋
田
清
陶
展
・
二
日
㈭
～
七
日
㈫　

午
前
九
時
～
午
後
五
時

▼
朝
採
れ
野
菜
・
九
日
㈭
～
二
十
八
日

㈫　

午
前
九
時
～
午
後
四
時

◎
小
ギ
ャ
ラ
リ
ー
と
こ
な
め

　
（
常
滑
市
陶
磁
器
会
館
内
）

▼
朝
採
れ
野
菜
と
お
菓
子
展
・
二
日
㈭

～
七
日
㈫　

午
前
九
時
～
午
後
五
時

▼
青
天
窯
グ
ル
ー
プ
展
・
九
日
㈭
～

二
十
一
日
㈫　

午
前
九
時
～
午
後
五
時

▼
鍛
冶
と
木
工
少
し
ば
か
り
の
や
き
も

の　

長
司
有
三　

井
上
敏
・
二
十
三
日

㈭
～
二
十
八
日
㈫　

午
前
九
時
～
午
後

五
時

▼
青
天
窯
グ
ル
ー
プ
展
・
三
十
日
㈭
～

七
月
十
九
日
㈫　

午
前
九
時
～
午
後
五

時◎
方
円
館

▼
小
池
正
・
松
本
良
久
２
人
展
・
三
日

㈮
〜
十
五
日
㈬

▼
武
山
宗
憲　

陶
展
・
十
七
日
㈮
〜

二
十
九
日
㈬

◎
や
ま
や

　

常
滑
市
金
山
字
上
砂
原
１
１
３

▼
夏
の
装
い
・
十
日
㈮
～
二
十
六
日
㈰

　

午
前
十
時
〜
午
後
五
時

▼
ワ
ン
コ
イ
ン
・
フ
ッ
ト
マ
ッ
サ
ー
ジ
・

十
二
日
㈰

▼
サ
ラ
サ
木
目
込
み
教
室
・
十
五
日
㈬

◎
武
豊
町
立
図
書
館

▼
ペ
ー
パ
ー
ア
ー
ト
展
・
十
九
日
㈰

ま
で

◎
武
豊
町
中
央
公
民
館

▼
パ
ソ
コ
ン
広
場
・
二
・
九
・

十
六
・
二
十
三
・
三
十
日
各
㈭　

午
後

一
時
半
～
同
四
時
半　

問
合
せ　

Ｎ

Ｐ
Ｏ
知
多
ネ
ッ
ト　

鈴
木
☎
74
─

０
１
２
５

▼
介
護
予
防
教
室
「
活
き
活
き
ア
ッ

プ
教
室
」
①
健
康
づ
く
り
講
話
・
三

日
②
簡
単
に
で
き
る
体
操
・
十
日
③

健
康
ク
ッ
キ
ン
グ
（
そ
ば
作
り
）・

十
七
日
各
㈮
午
前
十
時
～
同
十
一
時

半
（
③
の
み
、
午
後
０
時
半
）
定

員　

三
十
名
（
武
豊
町
内
在
住
の

六
十
五
歳
以
上
の
人
）　

参
加
費　

三
百
円
（
材
料
費
）

▼
パ
ソ
コ
ン
わ
い
わ
い
相
談
室
・

十
一
・
二
十
五
日
各
㈯　

午
後
一
時

半
～
同
四
時　

問
合
せ　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
知

多
ネ
ッ
ト　

田
中　

☎
０
９
０
─

２
６
１
２
─
１
９
９
０

▼
親
業
体
験
！
学
習
会
・
十
四
日
㈫

　

午
前
九
時
四
十
五
分
～
正
午　

批

判
し
な
い
で
、
共
感
的
に
話
を
聞
く

練
習　

日
常
生
活
で
気
付
い
た
こ
と
、

困
っ
て
る
こ
と
な
ど
を
自
由
に
話
す

　

講
師　

親
業
訓
練
協
会
認
定
イ
ン

ス
ト
ラ
ク
タ
ー　

参
加
費　

千
円　

問
合
せ　

親
業
サ
ー
ク
ル　

稲
葉
☎

72
―
７
１
３
８　

※
当
日
参
加
自
由

▼
家
庭
教
育
セ
ミ
ナ
ー
「
遊
び
や
け

ん
か
の
中
で
人
間
ら
し
く
育
つ
」・

十
四
日
㈫　

午
前
十
時
～
正
午　

参
加
費　

無
料　

問
合
せ　

知
多

家
庭
教
育
研
究
会　

山
下
☎
72
―

１
９
０
２
※
参
加
自
由
・
子
ど
も
連

れ
Ｏ
Ｋ

▼
日
本
赤
十
字
社
救
急
法
＆
リ
ラ
ク

ゼ
ー
シ
ョ
ン
法
学
習
会
・
十
八
日
㈯

　

午
後
一
時
半
～
同
三
時
半　

定
員

　

四
十
名

▼
飾
り
巻
き
寿
司
教
室　

講
師　

辻
里
夏
さ
ん
①
一
般
向
け
教
室
・

二
十
五
日
・
七
月
二
日
各
㈯　

午
前

十
時
～
午
後
0
時
半　

定
員　

十
八

名　

参
加
費　

二
千
円
（
材
料
費
込
）

　

②
親
子
向
け
教
室
・
七
月
三
十
日

㈯　

午
前
十
時
～
午
後
0
時
半　

定

員　

十
二
組　

参
加
費　

千
五
百
円

（
材
料
費
込
）

◎
武
豊
町
民
会
館

　

ゆ
め
た
ろ
う
プ
ラ
ザ

▼
ゴ
ム
銃
製
作
教
室
＆
競
技
会　

製

作
・
四
日
㈯　

午
前
十
時
～
午
後
四

時　

競
技
会
・
五
日
㈰　

午
後
一
時

半
～
同
四
時　

講
師　

内
田
保
男
さ

ん　

定
員　

十
六
名
（
小
学
四
年
生

以
上
）　

参
加
費　

五
百
円
（
保
険
料

含
む
）

▼
第
二
十
二
回
武
豊
町
絵
画
展
・
七

日
㈫
～
十
二
日
㈰

▼
福
寿
大
学
②
「
呼
吸
と
笑
い
で
人

生
が
変
わ
る
！？
」・
二
十
三
日
㈭
・

午
前
十
時
～
正
午　

講
師　

笑
ヨ
ガ

リ
ー
ダ
ー　

蛭
子
屋
見
帆
さ
ん　

対

象　

武
豊
町
内
在
住
の
六
十
歳
以
上

の
人　

参
加
費　

無
料

◎
武
豊
町
総
合
体
育
館

▼
第
二
十
五
回
武
豊
町
民
キ
ッ
ズ

ビ
ー
チ
ボ
ー
ル
大
会
・
四
日
㈯

▼
武
豊
町
民
夏
季
卓
球
大
会
・
五
日

㈰▼
武
豊
町
民
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
ク
ラ
ス

別
大
会
・
十
九
日
㈰

▼
体
力
チ
ェ
ッ
ク
・
二
十
五
日
㈯　

午
前
九
時
半
～
同
十
一
時
半　

定
員

　

二
十
名
（
二
十
歳
以
上
の
男
女
）

◎
半
田
空
の
科
学
館

▼
接
近
中
の
火
星
を
見
る
会
―
接
近

中
の
火
星
は
非
常
に
明
る
く　

望
遠

鏡
で
は
表
面
の
模
様
や
極
冠
も
う
っ

す
ら
と
観
察
で
き
ま
す
―
・
四
・
十
一

日
各
㈯　

午
後
七
時
半
～
同
九
時　

参
加
費　

大
人
三
百
円　

小
人
二
百

円　

定
員　

六
十
名
（
小
学
生
以
上
）

▼
ナ
イ
ト
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
～
深
宇

宙
の
バ
レ
リ
ー
ナ　

銀
河
・
銀
河
団

～
春
の
夜
空
は
遠
く
に
浮
か
ぶ
銀
河

を
観
測
す
る
絶
好
の
チ
ャ
ン
ス
！

そ
れ
は
な
ぜ
？
に
迫
り
ま
し
ょ
う
・

十
八
日
㈯　

午
後
六
時
～
同
六
時

五
十
分　

参
加
費　

二
百
五
十
円　

定
員　

一
〇
〇
名
（
高
校
生
以
上
）

◎
碧
南
白
竹
木
材
㈱

　

白
竹
ギ
ャ
ラ
リ
ー

▼
服
＆
陶
器「
初
夏
の
し
つ
ら
え
展
」・

三
日
㈮
～
七
日
㈫
作
家　

加
藤
洋
史
、

加
藤
勢
季
子
・
中
根
啓
、中
根
由
美
子
・

皆
川
彩

▼
ア
ロ
マ
de
虫
除
け
ス
プ
レ
ー
・
七

月
二
日
㈯　

午
前
十
時
～
所
要
時
間

一
時
間
程
度　

定
員　

十
名　

参
加

費　

二
千
百
円
（
材
料
費
込
）

▼
大
人
の
た
め
の
書
道
「
写
経
・
美

文
字
」・
八
日
㈬　

午
後
一
時
半
～
同

三
時
半　

講
師　

さ
つ
き
書
道
会　

定
員　

各
八
名　

参
加
費　

写
経　

二
千
五
百
円
／
回
・
美
文
字
三
千
円

／
回

▼
デ
ザ
イ
ナ
ー
（
大
阪
の
イ
ン
テ
リ

ア
ウ
エ
ス
ト
）が
選
ん
だ
ヴ
ィ
ン
テ
ー

ジ
ギ
ャ
ツ
ベ
と
キ
リ
ム
展
・
十
七
日

㈮
～
二
十
一
日
㈫　

午
前
十
時
～
午

後
五
時

地な

震い

続
き
卯
の
花
腐
し
追
い
撃
ち
に	

吉
田
ひ
ろ
し

草
取
り
の
疲
れ
を
い
や
す
つ
つ
じ
か
な	

渡
辺　

博
子

風
は
ら
む
小
脇
公
園
鯉
の
ぼ
り	

塚
本　

千
鶴

足
利
の
色
の
藤
波
人
の
波	

杉
江　

民
子

葉
桜
や
歴
史
を
語
る
登
り
窯	

加
藤　

久
子

花
苗
を
植
え
て
事
足
る
み
ど
り
の
日	

片
岡　

光
子

春
暑
し
白
衣
の
梵
字
ゆ
が
み
け
り	

竹
内
三
千
彦

仏
生
会
ご
詠
歌
と
な
え
終
り
け
り	

岩
田
つ
ま
子

柿
若
葉
自
転
車
の
児
等
楽
し
げ
に	

平
野　

紀
江

風
薫
る
終
日
花
の
手
入
れ
か
な	

磯
村
美
耶
子

鶯
と
声
掛
け
合
ひ
し
農
作
業	

村
井
み
さ
を

熊
本
大
分
断
層
連
鎖
果
て
の
春	

中
尾　

節
也

囀
や
壊
れ
て
鳴
か
ぬ
鳩
時
計　
　
　
　
　

	

古
川　

義
高

赤
く
燃
ゆ
夕
陽
の
み
込
む
春
の
海　
　
　

	

古
川
三
恵
子

一
枝
の
桜
を
差
し
て
デ
イ
優
雅　
　
　
　

	

谷
川　

利
子

あ
じ
さ
い
の
窓
に
う
つ
る
や
児
の
笑
顔　

	

大
高　

一
男

新
緑
や
走
っ
て
下
る
天
守
閣　
　
　
　
　

	

桑
山　

撫
子

西
瓜
植
え
今
年
こ
そ
は
と
思
い
け
り　
　

	

林　
　

京
子

鳶い
ち

尾は

草つ

の
白
き
を
好
み
床
の
間
に　
　
　

	

冨
田　

悦
子

春
の
地な

震い

堪
へ
兼
ね
崩
る
城
の
垣　
　
　

	

江
端　

久
恵

初
咲
き
の
ヒ
ト
ツ
バ
タ
ゴ
の
花
白
し　

	

中
山　

洋
子

風
に
揺
れ
墓
前
を
飾
る
か
す
み
草　
　
　

	

藤
井　

文
月

火
の
国
に
神
も
仏
も
無
い
春
が　
　
　
　

	

清
水
ド
ラ
吉

美
し
き
若
葉
も
ゆ
る
や
深
呼
吸　
　
　
　

	

柴
山　

庄
山

山
藤
の
風
に
乱
る
る
波
模
様　
　
　
　
　

	

村
井　

範
子

咲
き
満
ち
て
鉢
一
杯
の
桜
草　
　
　
　
　

	

荒
川　

達
雄

そ
ぼ
降
れ
ば
白
の
際
立
つ
山
法
師　
　
　

	

竹
内　

艶
子

菱
の
花
目
掛
け
て
池
の
小
鮒
釣
る　
　
　

	

田
上　

義
則

雉
の
声
遠
き
畑
に
影
動
く　
　
　
　
　
　

	

山
中　

博
子

ま
の
び
し
て
す
み
れ
の
花
の
命
か
な　
　

	

中
村　

洋
子

　今回はハワイのソウル・フードをご紹介します。ハワイの子供たちは間違
いなく、これを食べて大人へと成長します。その名は「SPAM（スパム）」です。
　「SPAM」は缶詰です。アメリカはミネソタ州のホーメル社によって作られ
たランチョンミートの缶詰で、缶を開けますと肉の塊が入っています。これ
をお好みの厚さでスライスして軽く焼きます。焼き上がったスパムを、俵型
のご飯に乗せて海苔で巻いたら「SPAM MUSUBI（スパムむすび）」の完成です。

「SPAM むすび」はハワイでもそのまま「スパムむすび」と発音します。コンビ
ニでもスーパーでもお弁当屋さんでも売っています。ゴルフ場の売店でも
売っています。ハワイの人は子供から大人まで、時には主食として、時に
はおやつとして食べているのです。
　SPAM はホテル内にあるレストランの朝食にも登場します。レストランで
はまず、卵の焼き方を聞かれます。目玉焼きならサニーサイドアップ。続
いてつけあわせのお肉を聞かれます。ベーコンか、ソーセージか、スパムか。
迷わずスパムをチョイスしましょう。主食はライスかパンか。ライスを選
ぶと、アイスクリームを盛るような形で2スクープのライスが乗せられます。
最後にマカロニサラダが1スクープ。ハワイではなぜか、つけあわせにマカ
ロニサラダがついて来るのです。これ
でハワイアンが大好きな典型的ブレ
ックファーストの完成です。
　SPAM はアメリカ全土で食べる事
が出来ますが、ハワイ州は他の州に
比べ400倍も売れると言われていま
す。その理由は太平洋戦争時に遡り
ます。戦争中、太平洋に浮かぶ離島
のハワイにはアメリカ本土からの輸
送物資が滞り、生鮮食材が届かなく
なりました。そんな時に重宝したのが
缶詰の SPAM です。以来、SPAM は
ハワイに根付き、ハワイアンのソウル・
フードとなりました。同様の理由から、
SPAM は沖縄でもヒットしました。現
在も「ポーク卵」というタイトルで、子
供から大人まで、すべてのウチナン
チュに愛されています。この夏、海に
でもお出かけになる際には、ハワイ気
分で是非一度お試しください。

　ワイキキでは年に1度、「WAIKIKI 
SPAM JAM」という SPAM のフェステ
ィバルが行われています。アメリカ本
土から来た観光客は「ハワイではなぜ、
缶詰のお祭りをやっているのだろう
か？」と不思議な顔をして見ています。

島旅回廊 ～ハワイアン・カルチャー③～

半田空の科学館・半田市体育館　館長　池田　昇

スパムむすび

SPAM

典型的ブレックファースト

ち
ょ
っ
と
お
じ
ゃ
ま
し
ま
す

　

一
閑
張　

吉
田
美
津
子  

さ
ん

　

白
の
コ
ッ
ト
ン
Ｔ

シ
ャ
ツ
に
パ
ン
ツ
、
カ

ジ
ュ
ア
ル
に
着
心
地

の
よ
い
ス
タ
イ
ル
だ

け
で
も
充
分
素
敵
だ

け
れ
ど
、
プ
ラ
ス
、
お

し
ゃ
れ
心
を
く
す
ぐ

る
バ
ッ
グ
が
あ
れ
ば
、

な
お
素
敵
。

持
ち
手
に
気
が
利
い

た
布
を
あ
し
ら
っ
た
一

閑
張
の
バ
ッ
グ
で
、
い
つ
も
と
違
っ
た
お
し
ゃ
れ
を
楽
し

ん
で
み
る
。
こ
の
夏
は
そ
れ
だ
け
で
充
分
そ
う
だ
。

　

一
閑
張
と
は
飛
来
一
閑
が
伝
え
広
め
た
技
術
で
あ
り
、

竹
で
編
ん
だ
笟
や
籠
に
和
紙
を
貼
り
重
ね
、
柿
渋
を
塗
り

重
ね
た
も
の
で
、
防
水
や
防
虫
な
ど
防
腐
効
果
が
あ
る
と

い
う
。
そ
の
趣
き
や
風
合
い
も
さ
ま
ざ
ま
だ
。

　

千
家
十
職
の
一
つ
で
あ
る
一
閑
張
は
棗
や
香
合
に
用

い
ら
れ
、
吉
田
さ
ん
は
茶
道
を
習
っ
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、

一
閑
張
と
の
出
合
い
は
か
れ
こ
れ
半
世
紀
に
な
る
。
結
婚

し
て
転
勤
の
多
い
ご
主
人
に
付
い
て
各
地
を
回
っ
た
。
そ

こ
で
、
趣
味
で
一
閑
張
を
し
て
い
た
ご
婦
人
に
出
合
い
、

教
え
て
も
ら
っ
た
。
で
も
、
や
っ
ぱ
り
、
基
本
か
ら
学
び
、

き
ち
ん
と
し
た
、
一
閑
張
を
知
っ
て
み
た
か
っ
た
。
そ
し

て
、
偶
然
の
出
合
い
が
あ
り
、
14
代
家
元
一
閑
の
個
展
が

あ
る
こ
と
を
知
り
、
直
直
に
弟
子
入
り
を
懇
願
し
て
み
た
。

家
元
の
「
一
人
前
に
な
る
に
は
10
年
か
か
り
ま
す
よ
」
の

言
葉
に
「
よ
ー
し
、
や
る
ぞ
。
苦
労
も
努
力
も
何
で
も
楽

し
ん
で
み
よ
う
」
と
い
う
気
持
ち
が
湧
い
て
き
た
と
い
う
。

や
っ
と
見
つ
け
た
、
夢
が
叶
っ
た
よ
う
な
、
感
激
に
も
似

た
気
持
ち
だ
っ
た
。
ず
い
ぶ
ん
長
い
間
感
じ
え
な
か
っ
た
、

こ
の
気
持
ち
は
今
で
も
深
い
感
動
を
覚
え
て
い
る
。

　

一
閑
張
の
バ
ッ
グ
や
道
具
は
、
日
常
生
活
の
中
で
使
い

込
ま
れ
て
、
自
然
に
朽
ち
た
り
、
風
化
し
た
り
し
て
い
く
。

歴
史
を
刻
ん
で
い
く
、
そ
の
姿
が
と
て
も
愛
お
し
い
と
い

う
。
作
ら
れ
た
時
代
や
デ
ザ
イ
ン
も
、
す
ん
な
り
と
な
じ

ん
で
し
ま
う
一
閑
張

は
、
色
彩
の
ト
ー
ン
を

抑
え
て
い
る
か
ら
。
一

閑
張
の
バ
ッ
グ
に
眩

し
い
ば
か
り
の
光
と

そ
よ
風
が
自
然
と
一

体
と
な
っ
て
、
バ
ッ
グ

に
息
吹
を
感
じ
さ
せ

る
。
伝
統
的
な
ス
タ

ン
ダ
ー
ド
な
も
の
が

も
つ
よ
さ
を
強
く
感

じ
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
し
て
、
吉
田
さ
ん
の
作
る
一
閑

張
が
い
い
も
の
だ
か
ら
、
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
と
し
て
伝
統
と

し
て
、
四
半
世
紀
、
い
や
、
そ
れ
以
上
受
け
継
が
れ
て
い

く
の
だ
ろ
う
。
吉
田
さ
ん
の
一
閑
張
は
見
る
た
び
に
奥
深

い
表
情
を
見
せ
て
く
れ
る
。
見
れ
ば
見
る
ほ
ど
に
欲
し
く

な
る
、
そ
ん
な
ふ
う
に
思
う
も
の
の
よ
う
だ
。

　

一
閑
の
６
カ
条
を
吉
田
さ
ん
が
教
え
て
く
れ
た
。

一
、
四
十
に
な
る
ま
で
己
の
作
品
を

　
　

世
に
問
う
て
は
な
ら
ぬ

一
、
品
格
の
あ
る
作
品
を
作
れ

一
、
作
品
は
小
手
先
で
作
る
も
の
で
は
な
い

　
　

己
を
磨
け

一
、
物
を
大
切
に
で
き
ぬ
者
は
人
も
大
切
に
で
き
ぬ　

　
　

人
を
大
切
に
で
き
ぬ
者
は
物
も
大
切
に
で
き
ぬ

一
、
地
位
名
誉
を
追
う
べ
か
ら
ず

　
　

人
と
な
り
を
見
る
べ
し

　
　

さ
す
れ
ば
自
ず
と
道
は
開
け
ん

一
、
血
筋
に
こ
だ
わ
る
べ
か
ら
ず

　
　

技
術
を
以
て
引
き

　
　

継
ぐ
を
旨
と
す
べ
し

　
　

い
か
な
る
月
日
が
流
れ
し
も

　
　

人
の
心
は
永
久
に
変
わ
ら
ん

様
々
な
角
度
か
ら
刺
激
を
受
け
つ
つ
、
日
々
、
自
ら
技
術

研
鑽
し
て
い
く
こ
と
を
忘
れ
ず
に
と
、
現
代
に
も
通
じ
る

教
訓
だ
よ
と
、
吉
田
さ
ん
は
い
う
。
吉
田
さ
ん
の
物
づ
く

り
へ
の
熱
い
思
い
が
、
美
し
い
光
を
放
つ
一
閑
張
に
現
わ

れ
て
い
る
。

　

今
後
は
、
き
ち
ん
と
し
た
一
閑
張
を
や
っ
て
く
れ
る
若

者
を
育
て
た
い
と
、
話
す
。　
　
　
　
　

 

（
赤
井 

伸
衣
）

　

わ
が
家
の
水
槽
で
、
ワ
ア
ー

こ
り
ゃ
大
変
だ
ー
、
と
い
う
事

件
も
ど
き
の
事
が
起
き
た
の
は
、

四
か
月
も
前
の
こ
と
に
な
る
。

　

三
月
も
半
ば
を
過
ぎ
、
桜
だ

タ
ン
ポ
ポ
だ
と
、
外
の
花
々
に

気
を
と
ら
れ
て
い
た
頃
、
中
日

新
聞
の
県
内
版
に
、「
イ
タ
セ
ン

パ
ラ
保
護
」へ
、
木
曽
川「
ワ
ン

ド
再
生
」
な
る
記
事
が
、
大
大

的
に
報
道
さ
れ
た
の
は
、
四
月

四
日
の
こ
と
。

　

イ
タ
セ
ン
パ
ラ
の
泳
ぐ
さ
ま

や
ワ
ン
ド
に
二
枚
貝
を
放
流
す

る
高
校
生
た
ち
の
姿
が
、
は
っ

き
り
と
写
し
出
さ
れ
て
い
て
、

サ
ク
ラ
、
タ
ン
ポ
ポ
に
心
を
奪

わ
れ
て
い
た
事
に
「
わ
が
屋
の

水
槽
の
魚
、
ヤ
リ

タ
ナ
ゴ
は
如
何
に

！
」と
、や
っ
と
思

い
返
し
て
い
た
事

に
気
付
か
さ
れ
た
。

　

わ
が
家
の
水
槽

の
ヤ
リ
タ
ナ
ゴ
も

新
聞
記
事
の
イ
タ

セ
ン
パ
ラ
も
、
同

じ
コ
イ
科
の
タ
ナ

ゴ
亜
科
で
、
同
じ

仲
間
同
士
。

　

産
卵
期
の
雄
は

体
色
が
ピ
ン
ク
色

に
な
り
、
美
し
い
。

　

雌
が
卵
を
産
む

の
は
、
イ
シ
ガ
イ
、
マ
ツ
カ
サ

ガ
イ
な
ど
、
大
型
の
二
枚
貝
で

あ
る
。
だ
か
ら
家
で
タ
ナ
ゴ
の

仲
間
を
殖
や
そ
う
と
思
え
ば
、

大
型
の
二
枚
貝
を
、
同
じ
水
槽

に
入
れ
て
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
卵
を
産
ん
だ
こ
と
が
確

認
さ
れ
た
ら
、
二
枚
貝
を
別
の

水
槽
に
移
し
て
や
ら
な
い
と
、

言
い
方
は
一
寸
無
残
だ
け
ど
、

タ
ナ
ゴ
が
孵
化
し
た
時
に
、
親

か
別
の
タ
ナ
ゴ
に
食
べ
ら
れ
ち

ゃ
う
と
い
う
こ
と
に
な
る
か
も
。

　

だ
か
ら
、
私
は
、
そ
ん
な
無

情
な
こ
と
は
と
、
孵
化
さ
せ
る

こ
と
ま
で
は
、
一
寸
ネ
ー
で
あ

っ
た
。（
昔
は
一
寸
や
っ
た
ケ
ド
）

　

と
こ
ろ
で
、
静
か
に
飼
っ
て

美
し
い
婚
姻
色
を
楽
し
ん
で
い

た
も
の
ゝ
、
忙
し
さ
？
に
紛
れ

て
水
槽
の
水
が
緑
色
に
な
っ
て

る
の
に
気
付
か
ず
、
見
に
行
け

ば
、
ア
レ
レ
！
。
水
を
出
し
、

魚
を
タ
モ
で
す
く
え
ば
、
エ
エ

！

何
こ
れ！
写
真
①
②
で
、碧

南
の
水
族
館
で
聞
け
ば
、「
水
カ

ビ
ま
た
は
水
生
菌
症
で
、
水
替

え
、
掃
除
を
し
て
、
薬
で
治
療

が
必
要
で
す
」
と
の
答
に
ガ

ク
！

知
多
の
動
植
物
雑
記（
三
一
四
）

原　
　
　
　

穣

壱町田湿地の可愛いクモさん

知
多
の
動
植
物
雑
記（
三
一
四
）

原　
　
　
　

穣

壱町田湿地の可愛いクモさん

知
多
の
動
植
物
雑
記（
三
一
三
）

原　
　
　
　

穣

知
多
の
動
植
物
雑
記（
三
三
三
）

原　
　
　
　

穣

水槽の水が緑色になる前に



平成28年６月１日　（６）第 334 号

野澤怜
れ い  や

椰（4才）　昌
しょう き

暉（9ヶ月）　昂
こ う せ い

聖（6才）　常滑市多屋町竹内陸
り く

（6才）　蓮
れ ん

（4才）　琉
る い

（8ヶ月）　武豊町北中根

２０１６年６月９日㊍～
６月１３日㊊ 
1０：００～１７：００

楽しく自由に。
大人の可愛らしさを
さらりと着てください。

初夏の服
中根由美子
中根　啓　  作品展

〒470-2544　武豊町里中128-1
☎〈0569〉72-0160
FAX:〈0569〉89-6018
営業時間/８：00～17：00
定休日/火・水曜日

中日ドラゴンズ

主な内容
▼通算５０３4勝の歴史▼日本一の男たち（立浪、山本昌、谷繁、岩瀬）
▼竜戦士歴代 MVP▼歴代チアドラ座談会▼ドアラ歴史を語る（筆談）
▼ドラゴンズ選手全記録▼沖縄・北谷キャンプ史▼ナゴヤドーム20年目  など

公
式
版 年史80
好評発売中！定価2,900円

中日新聞社刊
A4変型/288ページ

思い出新聞思い出新聞思い出新聞思い出新聞
600円1面と社会面

（2枚セット・送料・税込）

通常価格
800円

400円1面または社会面
（どちらか1枚・送料・税込）

通常価格
600円

大切な思い出がふくらむ新聞、贈ってみませんか？ 明治39年11月6日
以降のご希望日が選べます

※紙面データがない場合「新愛知」でのお届けとなります
※休刊日の場合は夕刊または翌日朝刊となります

お誕生日、ご結婚、成人式、父の日、母の日、
敬老の日などのお祝い、記念品にどうぞ

ご自宅まで
お届け

いたします！

中日新聞販売店でのお申し込みがお得！！

「中日春秋」の書き写しは
学力アップ・人間力アップの第一歩です。

…すべての教材の学力アップの土台に！

…問題を正確に把握する力・解答の解説を
　適切によみ込む力
…読解力・語彙力・集中力・注意力アップ

…「中日春秋」書き写し
　よむだけでも◯！書き写せば◎！

「中日春秋」で学力アップ！？
人間力もアップ！？
総合的学力

応用的学力

基礎的学力

日常的習慣

中日春秋書き写しに
チャレンジしよう！

人間力
アップ！！

100円（税別）
1冊（1ヶ月分）

中日春秋書き写し
専用ノート

 72-0356武豊店 35-2861常滑店各種お問合せは
あかい新聞店まで


